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7． 統計解析は本研究の発表者が行った．カイ 2乗検定はMicrosoft Excelで，マン・ホイ
ットニーの U検定は IBM SPSSを使用している．多変量ロジスティック回帰分析のみ
は本学の統計学教室の田栗先生にご指導頂き，IBM SPSSを使用して行った． 
8． 今回提示させて頂いた代表的な症例のように，てんかん重積であっても脳梗塞と誤診さ
れてしまうことがある．今後は視床枕と大脳皮質で拡散強調画像高信号を認めた場合，
脳梗塞の可能性のみではなくてんかん重積の可能性も考え更なる検査を考慮し，また治
療法の選択をどうするかを検討することが重要と考えている． 
 
その他幾つかの本研究に関する質問がなされたが，いずれにおいても適切な回答がなさ
れた． 
 
以上の審査の結果，本研究はてんかん重積の拡散強調画像で大脳皮質と視床枕の両部位
が高信号を示す場合，長い発作持続時間と側頭葉の障害が特徴であること，てんかん放電
は大脳皮質-視床枕ネットワークを介して広がるが，抗てんかん薬により伝搬が抑制できる
可能性があること，てんかん重積での拡散強調画像高信号は Toddの麻痺発症の予測因子に
なりうることを示し，てんかん重積の病態機序の一部を解明することにつながるものと考
えられた．また，申請者は本学位論文の内容を中心に幅広い質問に的確に回答し，この課
題について深い理解と洞察力を持っていると判断した．以上より本研究は博士（医学）の
学位に値するものと判定された． 
